
 

検討の視点（参考例） 

 

 ○ 地域生活支援事業の見込み量等（案）について 資料１ 

 ・各事業の経過，実績をどのように評価するか。 

・今後の各サービスの見込み量，事業実施の方向性についてどのように考えるか。 

・今後，特に充実させてほしい，充実が必要と考えるサービスなど 

 

 ○ 成果目標（案）について 資料３（Ｐ162～Ｐ184）  

 ・これまでのサービスの拡大傾向をどのように評価するか。成果目標についてどのよう

に考えるか。 

・次期計画における目標設定の水準は適切か。 

 

 ○ 調布市障害者地域自立支援協議会からの意見具申（追加）について 資料２ 

 ・追加の自立支援協議会から意見具申について，特に重要だと考えること。 

 

○ 次期「調布市障害者総合計画」（素案）について 資料３ 

・計画書全体の構成案についてどのように考えるか（分量，記載の順番，文字の大きさ，

配置 など）（注）計画書の完成版では，全てのページに音声コードを添付します。 

・特に限定せず意見のある分野からで可 

・各分野における「取組の方向性」の記載について，これまでの委員会での議論を踏まえ，

追記，修正等が必要な点 

・各事業計画の記載（詳細は市役所内各部署と調整中）についての意見 

・その他，次期計画に盛り込むべき事業 など 

(注)分量が多いので，後日意見として提出いただいても結構です。 

 

○ 市民説明会，パブリック・コメント手続について 資料４ 

・実施，周知にあたっての工夫，配慮してほしいこと など 

（第 11回 調布市障害者総合計画策定委員）

会） 

資料５ 

 


